
 

  

 

平成 28年 11月 6日（日）、東中本公園 

において、東成区廃棄物減量等推進員主催 

・東成区地域振興会協力による「第 13回 

東成区ガレージセール」が開催されまし 

た。当日は、各連合から 35名の廃棄物減 

量等推進員の皆様が従事いただき、設営準 

備、出店者の受付・案内、会場巡視、搬入 

車両の誘導など、円滑なイベント運営にあ 

たられました。                       

当日は気温が低く寒かったにもかかわ

あ    らず、出店 125ブース、来場者数は 2,600 

名を超え、にぎやかで盛大なイベントとな 

りました。 

 会場では、ガレージセールのほか、真田山 

公園事務所による「緑化相談コーナー」、東部 

環境事業センターによる「リサイクル工作教 

室・エコバッグ作りコーナー」も開催され、 

小さいお子さんからご年配の皆様まで楽しん 

でいただくことができました。 

また、ガレージセールに来場された方や、 

出店された方にご記入いただいたアンケート 

には、「温かい感じで良かった」「楽しかった」 

「スタッフの方が親切で良かった」といった 

嬉しいご意見を沢山いただきました。 

 

区民の皆様に楽しみな行事としてすっかり定着したこのガレージセールを来年も開催し、 

「ごみ減量（リユース）を楽しく実践できる場」として提供していきましょう。 
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「生ごみ 3 きり運動」にご協力をお願いします！ 

生ごみの減量のため、「3 きり」運動にご協力をお願いします。 

家庭から出るごみの中で最も多いのが生ごみで、その量は平成 27年度でなんと約 12万トン（平成 27年度のごみ

量からの推計値）にものぼります。 

そのうち、42．4％のおよそ 4．7万トンは、「食べ残し」や「手をつけていない食料品」といった無駄に出されているも

の、いわゆる「食品ロス」と呼ばれるものです。 

大阪市のある地域で一定期間（約 160世帯、4日分）調査を行っ 

た際に排出された「手をつけていない食料品」の一部です。 

これらの「手をつけていない食料品」の賞味期限・消費期限を調べ

てみると・・・ 

なんと、約 3割が賞味期限・消費期限が切れる前のもの！！ 

これは「もったいない！！」 

そこで大阪市では、生ごみの減量施策として「生ごみ 3きり運動」を推進してまいります。生ごみの「3きり」の取組

みである「使い切り」、「食べきり」、「水切り」にご協力をお願いします。 

 

 

 

  食べ物を大切にし、         食べ物を大切にし 

生ごみを減らしましょう！ 

 
 

 

 

   

 

 

 


